
 

 

 

資料 
 （日本公衆衛生協会：大規模災害時の栄養・食生活支援のためのアクションカード（例）より）
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アクションカードの作成について 

 

１ アクションカードとは 

 大規模災害が発生した時、所属の職員又は応援に来た職員は、平常時に作成された「地域

防災計画」や「災害対策マニュアル」に基づき活動することになる。しかし、分厚いマニュ

アルをみながらの活動は困難で、特に応援に来た別所属の職員や他の自治体の職員等マニュ

アルを読んだことがない職員にとっては、より時間のかかる作業であると予想される。 

そこで、限られた人数や資源で効率的に緊急対応を行うことを目的に作成するのが「アク

ションカード」である。より現実的に対応するために、現場のスタッフに配布され各自の担

当の部分のみを記載するものであり、それぞれのアクションカードは、災害対策マニュアル

に準じて個々の役割に対する具体的な指示が書き込まれており、その役割に就いた人がアク

ションカードを読めば、必要な行動がわかるようになっている。 

アクションカードは、一度作成したから“完成”ではなく、訓練やシミュレーションを繰

り返して修正を行っていく必要がある。 

 

２ 災害時の栄養・食生活支援活動に係るアクションカード 

 大規模災害時の栄養・食生活支援活動ガイドラインに基づき、保健所管理栄養士が被災地

の市町村管理栄養士及び現地に派遣される管理栄養士等（必要時）とともに、発災時にとる

べき栄養・食生活支援に係る行動指針をカードに作成した。 

【アクションカードのねらい】 

 他県からの応援行政管理栄養士（DHEAT、保健医療活動チーム）やJDA-DAT、保健所内職

員等が 

 ・被災保健所又は被災市区町村に応援に来て、すぐ活動に参加したもらう。 

 ・どこまで活動したのか、活動を妨げる課題は何か、被災地職員や他の応援職員と共有で

きる。 

 ・保健所内の上司や他職種職員に、支援活動内容や結果について共有できる。 

 

 なお、各アクションカードに添って活動を行うにあたり、おおよその順序についてタイム

ラインを作成した（別添P7）。また、①被災状況の収集から③受援体制の整備の活動は、主

に被災市町村及び管轄保健所が、本庁と連携のもと活動するカードとして整理した。④以降

は、他の自治体や団体等からの応援を受けて活動するカードとしており、特に⑨⑩の食中

毒・感染症対策については、保健師や食品衛生監視員等の他職種との連携のもと活動するカ

ードである。 

 

【支援活動（例）】 

①被災状況の収集（栄養・食生活支援に係る） 

②特定給食施設等の支援（保健所） 

③受援体制の整備 
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④提供食の把握 

⑤要配慮者の支援 

⑥提供食の支援（備蓄・炊き出し・弁当等） 

⑦被災者の支援（栄養相談、健康教育） 

⑧食環境の整備 

⑨食中毒・感染症の予防 

⑩食中毒・感染症の拡大防止 

 

３ アクションカード（例）の留意点 

 あくまでも（例）である 
   地域防災計画や準備状況は地域で異なる、また、関係機関も異なる。 

 自分の地域すなわち保健所又は市区町村で使えるカードに修正することが必要であ

る。 

 保健所での栄養・食生活支援カードである。 
 本庁や市区町村のカードが必要な場合は当カードを参考に、別途作成して欲しい。 

 “新採行政栄養士でも動ける”を意識している。 
   なので、指示内容が詳細です。必要に応じて簡素化して欲しい。 

 作成後、更新が必要である。 
 その他（おすすめ） 
栄養・食生活支援活動のカードを作成したら、ぜひ、所属内で共有して欲しい。栄 

養士が災害時にどんな活動が必要なのか、理解してもらえるはずである。 

栄養・食生活支援は保健活動のひとつなので、できれば保健師の活動もカードにする

等、担当課全体の業務として作成するのが望ましい。また、本庁との連携も必要な部

分があるため、栄養主管課で共有が必要となる。もちろん、管内市区町村とも共有が

必要である。 

 その他（作成するとき） 
受援側、応援側の双方の立場で確認する。特に、応援側の立場でこのカードを示され

た場合、これで活動できるか、チェックしてみて欲しい。 
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４ アクションカード（例）の見方 

（おもて） 

 

 

 

 

担当 活動場所 主な活動内容 

   

 

 

１．災害発生！以下の事項を確認してください。 

 記入者 所属：（                 ）  氏名：（               ） 

２．必要物品 

必要物品 保管場所 

 

 

 

３． 活動内容             

□  

□  

□  

□ 

参考資料 保管場所 

 

 

 

 

４．役割分担を行います。  

□  

 

５．その他   

 

 

（うら） 

 アクションカードの裏面は自由記載とし、地図や関係機関の連絡先等、活動に参考となる

資料を掲載する。 

 

参考文献：「そのまま使える災害対策アクションカード」大津市民病院 吉田修他 中外医学者  

保健所名 

市町村名 
活 動 名 

どのような人がどこで何を担当するのか記載 活動に必要な物

品とその所在を

記載 

実働内容（具体策やポイントなどを記載） 

活動に参考とな

る資料と保管場

所を記載 

活動の役割分担を記載 

活動する上での留意事項や今後の見通し等について記載 

年  月  日時点 
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大規模災害発生時の栄養・食生活支援活動タイムライン

概ね発災後
２４時間以内

概ね発災後
７２時間以内

避難所対策
が中心の時期

避難所から概ね仮設住宅
入居までの期間

①被災情報の収集（栄養・食生活支援に係る）

④提供食の

把握

②特定給食施設等の支援

提供食の支援
⑥-1 備蓄・支援物資

⑥-2 炊き出し

⑥-3 弁当等

⑤要配慮者の支援

⑦被災者の支援

⑧食環境の整備

③受援体制の整備

⑨-1食中毒・感染症の予防

初
動
体
制
の
整
備
（
職
員
の
安
否
確
認
・
参
集
、
庁
舎
の
安
全
確
認
、
対
策
本
部
の
設

置
、
管
内
被
災
状
況
の
確
認
、
D
M
A
T
・
医
療
チ
ー
ム
等
対
応
準
備
、
通
常
業
務

の
実
施
検
討
）

本庁と連携のもと

主に被災市区町村及び

管轄保健所で主に実施

他
自
治
体
や
団
体
等
か
ら
の
応
援
を
受
け
て
実
施
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不安で食欲がない、飲食物が十分に届かないなど困難な状況が多いで

すが、まずはできるだけ食べて、身体にエネルギーをとりましょう。 

 

○エネルギーは、暑さや寒さに対抗し、体力や健康の維持のために大切  

です。 

○食欲がない時には、エネルギーのある飲料や汁物、甘い食物を食べる

ことから試してみましょう。 

○支援物資では、食物の種類が限られるので、ビタミンやミネラル、食物繊維が不足しがち

です。野菜や果物のジュース、栄養を強化した食品などが手にはいったら、積極的にとり 

ましょう。 

○食欲がない、かたい物が食べにくいなど、お困りの点がありましたら、医療・食事担当ス

タッフにご相談ください。 

 

 
 
 
飲料水やトイレが限られており、水分をとることを控えがちです。飲み

物がある場合には、我慢せずに、十分に飲んでください。 

水分が不足すると下記のような症状がおこりやすくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時の食事・水分摂取 

水分をとりましょう 

避難者用ちらし（例） 

○○保健所  TEL： 

水分が不足すると

起こりやすい症状 
低体温 

脱 水 

公益社団法人日本栄養士会発行 災害復興支援活動および日本栄養士会災害支援チームに関する報告書 

心筋梗塞、脳梗塞 

などの慢性疾患 

エコノミークラス症候群 

食事はとれていますか 

便 秘 
熱中症 
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  避難所生活では、体の活動量が減ることにより血栓ができる「エコノミークラス症候群」

やストレスが加わり体がますます緊張して、血行が悪くなる「低体温症」などのリスクが

高まります。 

  気分転換もかねて、こまめに体を動かして予防しましょう！ 

 
 
 
 
 

①足首の曲げ伸ばし：つま先を手前に向けたり、倒したりをする 

（ゆっくりと左右５回ずつ） 

②膝の抱え込み：おしりや太股の裏を伸ばす（１０秒間を左右３回ずつ） 

③全身を伸ばす：背伸びをするように５秒くらい手と足を大きく伸ばし、 

その後脱力する（３回繰り返す。スペースがあれば寝転がって行う） 

④座って首を回す：時計回りと反時計回りを交互に行う（３回ずつ） 

⑤ゆっくり起き上がる 

⑥毛布や布団をたたんだり、身の回りを整理・整頓する 

⑦歩ける範囲で歩く 

⑧ゆっくり深呼吸する（２回繰り返す） 

 

※これらの運動・身体活動が推奨されるのは、避難所において座りきり・寝たきりになりがちな方 

で、救助活動や復旧活動において重労働を行っている方については、適切な休息を取ることが必 

要です。 

運動をしましょう！ 

運動方法 

エコノミークラス症候群、低体温症を予防しましょう！ 

避難者用ちらし

 

これら全てを実施する必要はありません。

出来ることから始めましょう。 

○○保健所  TEL： 

独立行政法人国立健康・栄養研究所、日本健康運動研究所作成資料より 
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